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氏名/所属/職名 川本治雄 / 心理学科 / 
教授・教職実践研究

センター 

専門分野 

教科教育学（社会科教育）、教師教育 

研究課題 

①社会科教育における科学的社会認識形成の筋道 ②地域に根ざす教員養成と教師教育 

教育活動 

 担当授業科目（学部） 

教育基礎演習 A、教育基礎演習 C、教職特別演習（教育実践）A、教職特別演習（教育実践）C、教育実習－ａ、栄養教育実習、教職実践演習（養護教諭）、

学校インターンシップ 

 担当授業科目（大学院） 

 

事項 年月 対象者 概要 

 教育方法の実践例    

思考力、表現力、言語力を高めるためのＫＪ法を

生かした発表を重視した授業の展開 
平成 27 年 4 月～ ２～４回生 

一斉授業では発表の機会が少ないた

め、小集団学習（グループでの学習）を

取り入れ、１項目１枚のカードを書き出す

ことによって、カードをグルーピングし、

つながりを考えることによって関係性を見

出し全体の中に発表することを通して、

課題を共有し思考力を高める実践を実

施した。 

Ｃ－Ｌｅａｎｉｎｇの活用による課題についての発表

から授業を展開する、「反転授業」的な授業展開

の試み 

平成 27 年 4 月～ ４回生 

事前に知らされた課題について事前学

習として基本文献を読んでおき、授業の

最初に発表することによって授業を構成

し、意見発表や、感想・論議を重視する

授業を展開しようと試みた。学生の学習

への意欲がポイントになる授業展開であ

る。 

VTR利用によるストップモーション方式を活用した

省察 
平成２８年６月～ ３～４回生 

VTR で撮影した映像を使って自分自身

や受講生の態度や発言から客観的に課

題を見つけ指摘し合うことによって省察

的な振り返りをすることができ、意欲的な

学習を進めることができる。 

 

 作成した教材･資料集    

平成27年度免許状更新講習「必修領域」テキスト 平成 27 年 8 月 教育免許状更新講習参加者 

平成 27 年度更新講習テキストとしてこれ

までの取り組みを整理し、「地域と学校」

の関係を「学校側からのお願いの関係」

から「協働の関係」に充実させるための

事例を通した理論化を図るために編集。 

地域と学校教育  ～地域と結ぶ教材づくり～ 平成２８年３月 ４回生、免許更新講習受講生 

地域と学校の関係が重視される昨今、ど

のような事例で協働が成立するのかを二

つの事例を通して具体的に学ぶことがで

きるような典型を例示した。 

改訂版 地域と学校教育  ～地域と結ぶ教材づ

くり～ 
平成 29 年３月 

４回生「教育実習」指導、免許

更新講習受講生 

地域と学校の関係が重視される昨今、ど

のような事例で協働が成立するのかを

「たかべみそ汁元気いっぱい」の取り組

み」を加えて三つの事例を通して具体的

に学ぶことができるような改訂版を作成し

た。 

 その他教育活動上特記すべき事項    
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教員採用試験特別講座（９月講座） 平成２７年９月 ２～３回生 

教員採用試験の対策として大阪府チャ

レンジテストに向けての対応を図るため９

月に教職教養科目内容に特化した講座

の企画・運営・講師として参画。１２月試

験においては本学として５名の通過者を

出す成績。 

教員採用試験特別講座（春季講座） 平成２８年３月 
３回生を中心に１，２回生にも呼

びかけて実施 

次年度教員採用試験に向けての事前準

備や取り組みの計画を立案する一環とし

て実施し、春休み中の自主的学習を援

助する目的で企画、運営し講師として参

画。 

定例教職課程ホームルーム（水曜５限） 平成２８年４月～ 
１～４回生（教職課程履修生全

員） 

教職課程履修者の横のつながり及び学

生の教職に関わる力量の向上、情報提

供の改善を図るために今年度の４月に

新設した。授業として通年で運営し、４年

間の学習の見通しがもてるような機会を

提供する。 

教員採用試験模擬面接講座 平成２８年４月～ ４回生 

教員採用対策の一環としての面接につ

いての具体的な個別の指導及び教育相

談 

教員採用試験エントリーシート作成講座 平成２８年４月～ ４回生 

進路指導を含む教員採用対策の一環と

しての具体的で個別の指導及び教育相

談 

教員採用試験特別講座（９月講座） 平成 28 年 9 月 2～3 回生 

教員採用試験の対策として大阪府チャ

レンジテストに向けての対応を図るため９

月に教職教養科目内容に特化した講座

の企画・運営・講師として参画。１２月試

験においては本学として 90 倍以上の難

関の中、１名の通過者を出す成績。 

教員採用試験特別講座（春季講座） 平成 29 年 3 月 ２～３回生 

次年度教員採用試験に向けての事前準

備や取り組みの計画を立案する一環とし

て実施し、春休み中の自主的学習を援

助する目的で企画、運営し講師として参

画。 

研究活動 

著書・CD・論文・学会発表 

・演奏会等の名称 

単共 

の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所、発表雑誌等又は 

発表学会等の名称 

共著者、共同発表者、共演者の名

前、曲名、担当頁、概要など 

 著書・訳書・CD 等 

     

 学術論文 

へき地・複式教育実習 10 年と今後の展望 単 平成２４年３月 

和歌山大学教育学部発行 

『平成２３年度へき地複式教育

実習の取り組み』 ｐｐ．９２－９３ 

2002 年 3 月 1週間の試行を企画立案実

施し、2003 年 3 月に 2 週間のへき地・複

式教育実習として 10 年の実践をまとめ、

小学校における複式学級の教育実習に

ついての成果と課題をまとめた。 

海南中学校・附属小学校・金屋中学校・文成中学

校における共同研究 
共 平成２４年９月 

和歌山大学教育学部発行『和

歌山大学附属学校・公立学校

との連携事業』（平成 23年度）ｐ

ｐ.２４－３９ 

附属小学校及び公立 2 中学校との授業

を中心に取り組みをまとめた。附属小で

は総合学習と社会科、社会科研究授業

の実践記録を検討し研究会の議論を通

して検討を加えた。 

生徒は徳政一揆をどう学ぶか 共 平成２５年９月 
和歌山大学教育実践総合セン

ター紀要第２２号 pp.101-108 

中世社会における特性の考え方が現在

の経済における借金棒引きとは全く違う

思想的な裏付けがあることについて驚き

を持ってとらえさせることを通して、仮説
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に基づく生徒の調査研究をエビデンスと

する討論学習を組織するという実践研究

論文である。中世では、地おこしの思想

と呼ばれ土地は耕作される人のもとで新

たな価値を生むとされ、徳政一揆の根拠

となっている。幕府の財政破綻や権力者

による覇権争いを歴史の展開と関わらせ

て授業づくりを行う重要性を具体的に指

摘した。 共著者 森田泰充  

考える「日本史」学習  共 平成２６年９月 

和歌山大学教育学部教育実践

総合センター紀要第２３号 

pp.105-115   

高校日本史学習において討論学習を重

視した地域を関連させた教材開発に重

点を置いた実践研究で、地域教材の開

発が生徒の活発な論議を引き起こすこと

を事実認識、関係認識、意味認識の獲

得に関わって考察した。中でも事実認識

の獲得を丁寧に行うことによって既知の

知識との矛盾や相違をつくりだすことが

重要であることを明らかにした。共著者 

森田泰充 

初任者研修の高度化 単 平成２６年９月 

和歌山大学教育学部教育実践

総合センター紀要第２４号 

pp.59-66 

初任者研修の高度化は教員養成の修士

レベル化に向けた取り組みの一つとして

位置づけられる。和歌山大学が大学・大

学院と教育委員会の協働による養成・採

用・研修を一体化した全国的にもユニー

クなモデル事業として取り組んだ事業に

ついて、総括責任者としてまとめたもの

である。大学では、この取り組みの成果

や課題について検討を進め、実践的な

教育内容をどう構築するかという観点か

ら、教育委員会は初任者研修の在り方を

検討し、法定研修の一つである初任者

研修プログラム開発としての位置づけ、

「学び続ける教員」の資質形成について

の成果を得た。 

小規模学級(分校）での地域に根ざす社会科学

習についての一考察～上神野地区でのへき地教

育実践をもとにした安原小学校吉原分校の授業

づくり～ 

共 平成２７年３月 

和歌山大学教育学部附属教育

実践総合センター紀要臨時増

刊 pp.21-28 

地域に根ざす社会科学習についての検

討を和歌山市内の分校を抱える小学校

において、教材開発の観点から分析し、

社会科授業において大切にしなければ

ならないことを具体的に提起した。共著

者  西浦民子 

発達保障・学力保障とは何かが問われている 単 平成 27 年 3 月 

和歌山県国民教育研究所 

『学力テスト体制を考える』 

pp.8-11 

学力テスト体制のなかで、各県の全国一

斉学力テストの結果が公表されることに

よって、競争的な学力観が中心になり、

学力保障の観点が希薄になってきてい

る。本当の学力を考えることによって現

状克服の視点を探る。 

教員養成における社会認識教育についての一考

察 
単 平成２８年３月 

帝塚山学院大学教職実践研究

セ ン タ ー 『 年 報 』 創 刊 号 

pp.1-11 

主権者としての社会認識育成のための

「地域」についての学習が社会科教育に

おいてどのような位置づけができるの

か、また導入としての地域についての

「地域学習」とどのような点が違うのかを

考察し、小学校、中学校、高校での社会

科学習における主権者としての能力を育

成する社会科について検討を加えた。 

メディアと社会科教育～メディアをめぐる今日的

状況と課題～ 
単 平成２８年３月 

帝塚山学院大学教職実践研究

センター『年報』創刊号 

メディア社会における社会科教育はどう

あるべきか。マスメディア社会からインタ

ーネットなどによる高度情報化社会への

移行期に、小学校から高校までの社会
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科教材を開発する視点を創造することを

目標としてまとめた。 pp.12-22  

「学び続ける教師」としての基礎を自らの報告の

中に見つける姿勢を！ 
単 平成 28 年 3 月 

帝塚山学院大学教職実践研究

センター『年報』創刊号   

平成 27 年度の教職実践研究センターな

どの主催による教職課程シンポジウム

（11 月狭山キャンパスにて開催）におけ

る教育実習における報告をまとめ考察を

加えた。 pp.53-55 

帝塚山学院大学における教員養成の現状と課題 単 平成 29 年 3 月 

帝塚山学院大学教職実践研究

セ ン タ ー 『 年 報 』 第 2 号 

pp.35-44 

過去 5 年間にわたる教員免許取得状況

と就職状況を分析し、教員養成の質の

向上に向けての全国的な状況とも関連さ

せながら、学部学科における教員養成の

重点について考察を加えた。本学の教

員養成についての将来ビジョンを策定す

る基礎資料を提供した。  

社会科教育における人権認識の形成～社会科

における社会認識の形成と人権認識～ 
単 平成 29 年 3 月 

紀要『部落問題研究』第２２０輯

ｐｐ.98-125 

人権認識の形成を社会認識の形成との

関係で捉え、とりわけ社会科教育におけ

る認識形成との関係を整理し、学校教育

における人権認識形成を図るとき,態度

そのものを評価するのではなく、知識の

定着との関係で捉えることによって、作

品（パーフォーマンス）として表現される

までの過程の中で把握すべきことを小学

校の社会科授業で、実証的に検討した。 

 学会発表 

インターシップ～職能開発を考える～ 単 平成２５年６月 

福井大学教職大学院に関する

フォーラム（パネラー）  福井

大学 

教師のインターシップに関して、和歌山

大学で実施の初任者研修に関わるモデ

ル事業についての成果と課題について

の発表。 

 演奏会・発表会 

     

 その他の研究発表、演奏 

押しつけない研修の在り方 単 平成２５年１２月 

和歌山大学教育学部・和歌山

県教育委員会連携協議会第９

回教育フォーラム（パネラー） 

教育フォーラムにおける初任者研修の在

り方について具体化した。基本コンセプ

トとして「学び続ける教師」の研修の在り

方を現在の教育センターでの研修では

なく、自主的な研修の機会を提供する必

要が大切であることについて実践を通し

て効果を検証し、発表した。 

「学び続ける教師」としての基礎を自らの報告の

中に見つける姿勢を！ 
単 平成 27 年 11 月 

帝塚山学院大学教職課程シン

ポジウム 

教育実習報告を受けて全体総括として

問題提起。学び続ける教師像を構築す

るための基礎的な力を養うことの大切さと

その具体的な取り組みとしての実践記録

の大切さを説いた。 

「学び続ける教師」を求めて 単 平成 28 年 11 月 
帝塚山学院大学教職課程シン

ポジウム 

教育実習報告を受けて全体総括として

問題提起。学び続ける教師像を構築す

るための基礎的な記録する力を養うこと

の大切さと実践記録の重要性について

まとめた。 

 その他の著書、訳書等（雑誌原稿等を含む） 

教育研究全国集会２０１５報告集 

「分科会報告３ 社会科教育」（全国教育研究集

会社会科分科会） 

共 平成２７年１２月 
『日本の民主教育』ｐｐ６７－７５ 

（分担ｐｐ７３－７４） 

２０１５年度の全国教研社会科分科会の

成果と課題を整理し、研究の到達点を明

らかにした。 
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アクティブ・ラーニングと NIE の取り組み 単 平成 27 年 6 月 
和歌山県 NIE 協議会発行『NIE

実践報告書』 巻頭言１頁 

NIE(教育に新聞を）協議会の各年度の

実践報告書における教育動向の中で注

目されるアクティブ・ラーニングと NNIE の

関係について課題提起した。 

教育をめぐる 10 数年の政策動向と対抗軸の構築 単 平成 27 年 5 月 
滋賀県民主教育研究所発行

『手をつなぐ』323 号巻頭言１頁 

文科省を主とする国の教育政策の動向

を 3 つの視点から整理し、国民側からの

対抗軸を示す。 

年報「はじめに」 単 平成２８年３月 

帝塚山学院大学教職実践研究

センター年報（別冊）創刊号 

１頁 

教育実習報告を中心に編集した本学の

教職課程履修生の報告書で、従来の学

部ごとの編集を統一して年報別冊として

編集発行した。  

年報（別冊）「はじめに」 単 平成２８年３月 

帝塚山学院大学教職実線研究

センター年報 創刊号 

１頁 

本学の教職にかかわる研究論文や教職

シンポジウムの成果と課題を中心にして

編集をした。実践研究センターの年報と

して１年間のまとめを主眼に置いた。 

小学校から中学校へのつながりのある指導 単 平成２８年４月 
教育科学「社会科教育」 

ＮＯ．６８４    ｐｐ．１８－１９ 

「アクティブ・ラーニング時代の授業開き」

の特集において、小学校から中学校へ

の接続を考える観点として、「対話」「地

域に根ざすカリキュラム」「発達課題」とい

う３つの観点から考察した。 

歴教協第 68 回沖縄大会報告集 第２０分科会

「大学」報告 
単 平成 28 年 11 月 

歴史地理教育ＮＯ．８５７ ＰＰ.

７３－７４ 

全国大会大学分科会の大学分科会まと

めを教員養成の観点と教育内容としての

歴史教材の観点から進めた。地域に根

ざすこと、身近な戦争教材から平和につ

いて歴史認識を育成することにかかわる

論議をまとめた。 

教育研究全国集会２０１６報告集 

「分科会報告３ 社会科教育」（全国教育研究集

会社会科分科会） 

共 平成２８年１２月 
『日本の民主教育』ｐｐ６９－７８ 

（分担ｐｐ６９－７２） 

２０１６年度の全国教研社会科分科会の

静岡大会の成果と課題を整理し、研究

の到達点を明らかにした。 

年報「はじめに」 単 平成２９年３月 
教職実践研究センター年報第

２号 １頁 

本学の教職にかかわる研究論文や教職

シンポジウムの成果と課題を中心にし、

実践研究センターの年報として第 2 号を

まとめた。 

年報（別冊）「はじめに」 単 平成２９年３月 
教職実践研究センター年報（別

冊）第２号 １頁 

本学の教育実習を中心にした記録集を

別冊として両キャンパスの 4 回生を中心

にまとめた。実践研究センターの年報別

冊としては、2 号目である。  

 研究助成金の受給状況 

 科研費の採択 

研究タイトル 助成金タイトル、支給元 研究代表者・分担者の区別 

 人権教育における教育実践の構造に関する実証的研究 

 科学研究費  基盤 C    分担研究 

支給額 支給年度 

（部落問題研究所で梅田修研究代表が管理） 平成 26 年～28 年 

 その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要 

      

学内委員等 

就任期間 機関名・委員名・役職名 

平成 27 年４月～現在 教職実践研究センター長 

平成 27 年４月～現在 教職実践研究センター運営委員会「委員長」 

平成 27 年５月～現在 評議会（オブザーバー参加） 
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平成 27 年４月～現在 合同教職課程委員会委員（平成２８年４月より委員会「委員長」～現在） 

平成 27 年４月～現在 大学資格課程委員会委員 

平成 27 年４月～現在 心理学科教職課程ワーキンググループ 

平成 28 年７月～平成２９年２月 教職課程教員採用選考委員長 

社会活動 

 学会役員 

就任期間 学会役員名 

平成 12 年～現在 歴史教育者協議会全国大会「世話人」（分科会運営責任者） 

平成 18 年～現在 全国教育研究集会社会科分科会「共同研究者」 

平成 11 年～平成２７年３月 滋賀県歴史教育者協議会副会長 

 公開講座 

講座名、講演タイトル 
単共 

の別 
年月 場所 概要 

平成 27 年度免許状更新講習「必修領域」 単 平成 27 年 8 月 
帝塚山学院大学泉ヶ丘キャン

パス 

必修領域の「学校と地域」の連携・協働

に関する諸課題をどのようにとらえ実践

を構築するかについての事例をもとに考

察 

和歌山県教育研究集会社会科分科会講演「教員

養成における社会認識育成についての課題から

の一考察～主権者意識の形成を社会科教育実

践を通して考える～」 

単 平成２７年１２月 和歌山県那智勝浦 

和歌山県教育研究集会社会科分科会

での 18歳選挙権行使を前に社会認識を

どのように地域とかかわって培っていくか

についての教育実践を考察。 

「建国記念の日」を考え、戦争法廃止をめざす滋

賀県のつどい 講演「侵略戦争の歴史から学び、

安倍政権を考える」 

単 平成 28 年 2 月 
滋賀県大津市 （大津市弁護

士会館） 

建国記念の不承認という位置づけでの

歴史から学ぶ市民の在り方を根底に県

政兼の持つ戦争への認識を侵略戦争と

いう視点から振り返る 

第１０回甲賀・湖南母親大会講演「過去の戦争の

歴史に学んで平和な世の中を」 
単 平成 28 年 3 月 

滋賀県湖南市柑子袋まちづくり

センター 

戦後の歴史を振り返り、大切にしてきた

平和について考える基本としての憲法の

精神や立憲主義の考え方等を取り上

げ、戦争についての現代史について検

討をする。 

平成 28 年度大阪狭山市成人大学講座「学校教

育現場から考える心と体の健康」 
単 平成２８年５月 大阪狭山市立狭山公民館 

心と体についてのシリーズの講座の第 1

講座。学校における子どもの心と体に関

する結びつきを子どもの作文を通して考

察した。 

帝塚山学院大学平成２８年度入学説明会「教育

動向と高校の課題」 
単 平成２８年６月 ホテルグランビア和歌山 

教育改革が進む中、高等学校での打ち

出される教育政策の重点について、中

央教育審議会の答申に触れながら政策

として推進される重点について検討す

る。 

 

平成２８年度免許更新講習「選択必修領域」 
単 

 

平成２８年８月 

 

帝塚山学院大学 
選択必修領域における学校と地域のか

かわりについて中央審議会の答申をもと

に具体的事例を紹介しながら理解を図

る。 

 学外機関委員等 

就任期間 機関名・委員名・役職名 

平成２２年６月～２７年７月 和歌山 NIE 協議会会長 

平成２６年９月 新聞コンクール和歌山県審査委員（全国コンクール予選選考会を兼ねる） 

平成１２年６月～現在 和歌山県教育研究集会分科会共同研究者 

平成１２年４月～現在 部落問題研究所教育部会 
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平成１１年６月～現在 和歌山県国民研究所運営委員 

 その他、学会や学術的団体での活動、社会活動上特記すべき事項 

（社会活動）「たかべみそ汁元気いっぱい」プロジェクト（高辺台小学校）での帝塚山学院畑部（畑部顧問：川本）学生参加の地域活動の支援＜これまで、文科大臣

表彰など表彰多数＞２０１７年２月で９年を数えるが、２０１６年２月より参加し、この調査研究活動も兼ねて支援活動にあたっている。平成 2９年 3 月には、この一部を

まとめた教材集を発行した。 

海外での活動 

 海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること 

期間 国名 概要 

    

 


